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第
四
十
条
の
八
の
四
第
五
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
条
の
八
の
九
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
の
八
の
六
第
一
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
項
の
表
法
第
七
十
条
の
七
の
五
第
一
項
の
項
中
「
第

七
十
条
の
七
の
九
」
を
「
第
七
十
条
の
七
の
八
」
に
、「
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
九
月

三
十
日
」
に
改
め
、
同
表
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
一
項
の
項
中
「
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
」
を
「
平
成
三

十
二
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
八
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
医
療
法
人
の
持
分
の
放
棄
が
あ
つ
た
場
合
の
贈
与
税
の
額
の
計
算
の
方
法
等
）

第
四
十
条
の
八
の
九

法
第
七
十
条
の
七
の
十
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
認
定

医
療
法
人
の
納
付
す
べ
き
贈
与
税
額
は
、
同
条
第
一
項
の
放
棄
に
よ
り
受
け
た
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
、
当
該
放

棄
を
し
た
者
の
異
な
る
ご
と
に
、
当
該
放
棄
を
し
た
者
の
各
一
人
の
み
か
ら
経
済
的
利
益
を
受
け
た
も
の
と
み
な

し
て
算
出
し
た
場
合
の
贈
与
税
額
の
合
計
額
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
相
続
税
法
第
一
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
認
定
医
療

法
人
は
日
本
国
籍
を
有
す
る
も
の
と
、
当
該
認
定
医
療
法
人
の
住
所
は
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
あ
る
も

の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

３

法
第
七
十
条
の
七
の
十
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
認
定
医
療
法
人
に
対
す
る
法
人
税

法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、「
次
に
掲
げ

る
も
の
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
七
の
十
第
二
項
（
医
療
法
人
の
持
分
の
放
棄
が
あ
つ
た
場
合
の
贈
与

税
の
課
税
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
る
贈
与
税
」
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
六
第
三
項
中
「
第
八
十
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
二
条
第
一
項
」
に

改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
特
例
事
業
者
」
の
下
に
「
又
は
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
（
事
業
契

約
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
不
動
産
取
引
に
係
る
業
務
の
全
て
を
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
に
委
託
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
特
例
事
業
者
」
の
下
に
「
又
は
適
格
特

例
投
資
家
限
定
事
業
者
」
を
加
え
、「
次
号
及
び
第
四
号
」
を
「
次
号
イ
、
第
四
号
及
び
第
六
項
第
三
号
」
に
、「
同
項

第
三
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
第
四
号
並
び
に
同
条
第
二
項
中
「
増
築
等
」

を
「
特
定
増
築
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
）
と
す
る
」
を
「
）
で
あ
つ
て
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
三
章
及

び
第
五
章
の
四
の
規
定
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
限
る
」
及
び
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
七
項
に
お
い
て
同

じ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
増
築
等
」
を
「
特
定
増
築
等
」
に
改
め
、「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
九
項
」
を

加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
の
規
定
」
の
下
に
「
に
よ
り
事
業
契
約
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

基
準
を
定
め
、
又
は
第
六
項
第
四
号
の
規
定
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
四

項
を
加
え
る
。

６

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
契
約
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
事
業
契
約
の
内
容
と
し
て
次

に
掲
げ
る
事
項
の
全
て
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
又
は
小
規
模
特
例
事
業
者
に
よ

る
事
業
契
約
に
係
る
不
動
産
取
引
の
目
的
と
な
る
不
動
産
（
第
三
号
に
お
い
て
「
対
象
不
動
産
」
と
い
う
。）の

取
得
は
、
当
該
事
業
契
約
締
結
後
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
又
は
小
規
模
特
例
事
業
者
が
、
法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一

号
に
規
定
す
る
特
例
建
築
物
（
次
号
ハ
に
お
い
て
「
特
例
建
築
物
」
と
い
う
。）、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築

物
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
対
象
不
動
産
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項

イ

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物

当
該
建
築
物
の
取
得
後
二
年
以
内
に
同
号
の
特

例
建
築
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
こ
と
。

ロ

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物

当
該
建
築
物
の
取
得
後
二
年
以
内
に
同
号
に
規

定
す
る
特
例
増
築
等
に
着
手
す
る
こ
と
。

ハ

特
例
建
築
物
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。）

当
該
土
地
の
取
得
後
二
年
以
内
に
当
該
特
例
建
築
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
事
項

７

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
用
途
は
、
住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
、
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
料
理
店
、
駐
車
場
、
学
校
、
病
院
、
介
護
施
設
、
図
書
館
、
博
物
館
、
会
館
、
公
会
堂
、
劇
場
、
映
画

館
、
遊
技
場
又
は
倉
庫
と
す
る
。
た
だ
し
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条

第
六
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
の
用

を
除
く
も
の
と
す
る
。

８

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
替
え
が
必
要
な
建
築
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び

同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
例
増
築
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
建
築
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
建
築
後

使
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
建
築
物
と
す
る
。

９

法
第
八
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
例
増
築
等
は
、同
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
き
行
う
増
築
、

修
繕
又
は
模
様
替
の
工
事
（
当
該
工
事
と
併
せ
て
行
う
当
該
建
築
物
と
一
体
と
な
つ
て
効
用
を
果
た
す
設
備
の
取

替
え
又
は
取
付
け
に
係
る
工
事
を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
（
当
該
工
事
の
費
用
に
関

し
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
補
助
金
等
の
額
を
控
除
し

た
残
額
）
が
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
自
然
災
害
の
被
災
者
等
が
新
築
又
は
取
得
を
し
た
建
物
に
係
る
所
有
権
の
保
存
登
記
等
の
免
税
）

第
四
十
四
条
の
二

法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
被
災
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
滅
失

建
物
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
滅
失
建
物
等
」
と
い
う
。）の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
当
該

滅
失
建
物
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
証
明
を
受
け
た
者
（
次
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に

規
定
す
る
分
割
に
よ
り
滅
失
建
物
等
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
た
法
人
税
法
第
二
条

第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
分
割
法
人
を
除
く
。）と
す
る
。

２

法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
自
然
災
害
（
同
項
に
規
定
す
る
自
然
災
害
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
被
災
者
が
個
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証
明
を
受
け
た
後
に
死
亡
し
た
場
合

当
該

被
災
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
相
続
人

二

前
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
個
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証
明
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
場
合

当
該
被
災
者

が
死
亡
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
相
続
人
で
あ
つ
て
当
該
被
災
者
が
滅
失
建
物
等
の
所
有
者
で
あ
つ
た
こ

と
に
つ
き
、
当
該
滅
失
建
物
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の

三

第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
法
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証
明
を
受
け
た
後
に
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合

又
は
分
割
に
よ
り
滅
失
建
物
等
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
た
場
合

当
該
合
併
に

係
る
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
合
併
法
人
（
次
号
に
お
い
て
「
合
併
法
人
」
と
い
う
。）又
は
当

該
分
割
に
係
る
同
条
第
十
二
号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
（
次
号
に
お
い
て
「
分
割
承
継
法
人
」
と
い

う
。）

四

第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
法
人
で
あ
つ
て
前
項
の
証
明
を
受
け
る
前
に
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合

又
は
分
割
に
よ
り
滅
失
建
物
等
に
係
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
た
場
合

当
該
合
併
に

係
る
合
併
法
人
又
は
当
該
分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人
で
あ
つ
て
当
該
被
災
者
が
当
該
滅
失
建
物
等
の
所
有
者

で
あ
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
当
該
滅
失
建
物
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
証
明
を
受
け
た

も
の

五

第
一
号
の
自
然
災
害
の
被
災
者
が
前
項
の
証
明
を
受
け
た
個
人
で
あ
つ
て
法
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
建
物
（
住
宅
用
の
建
物
に
限
る
。）の
新
築
又
は
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
同

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
の
三
親
等
内
の
親
族
で
次
に
掲
げ

る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
者

イ

当
該
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
滅
失
建
物
等
に
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
と
同
居
し
て

い
た
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
建
物
に
当
該
証
明
を
受
け
た
個
人
と
同
居
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
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